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1. 研 究 目的及び方法

クル ト ・ヨース(Kurt Joose 1901-1978)振 付

の 『緑 のテーブル』 は反戦 をテーマに掲げ, 1932

年 パ リの国際振付 け コンクールで1位 を授賞後, 

60年 近 くた った今 日で も世界各地 で演 じ続 け られ

てい る作 品である。 また初演後, 公 演用 に若干付

け加 えがあ った もの の, そ の後 は 改変す る事 な

く, 彼 自身や娘のA.Markardに よ って, 作 品 が保

存 されてい る。 この様 に時 代 を越 え, 地 域 を越

え, 存 在 し続 ける 『緑 のテーブル』 を構造的 に解

明 し, 動 きを分析 し, 考 察 してい くこ とを 目的 と

す る。

研究方法 はVTR作 品 分析 を行 う。 使用VTRは

(1)スタ ーダ ンサーズ ・バ レエ団公演1983.8.10

土 浦 を主 に用 い, (2)同 団, 1979.7.浅 草 公会

堂, NHK収 録, 1980.放 映, 及 び(3)ジ ョフ リーバ

レエ団, 1982.12.13, N.Y.PBS放 映 を参考 フ ィ

ルム として用 いた。

ヨースは 「全 ての動 きが絶対的には っき りと し

た意味 をダンサ ーに対 してだけでな く, 観 客に対

しても持つべ きで ある。」1)と述べ, 動 きに 明確 な

意味性が必 要 であ る こ とを主 張 してい る。そ こ

で, ヨース理 論 の集大成 とい え るJane Winearls

『MODERM DANCE: The Jooss-Leeder Metho-

d』, 河 井 富美恵, 他 共訳, r創 作 ダ ンス入門』で述

べ られてい る構成 や 動 きの表 現性 と照 ら し合 わ

せ, 『緑 のテーブル』 に内包 され て い る意 味性 を

つかみ, この作品の特性を考察 してい くこととす

る。

II. 結 果 及び考察

1. 『緑 のテ ーブル』概要

振 付 け クル ト・ヨース(Kurt Jooss)

初 演1932年7月3日, パ リ, シ ャ ンゼ リ

ゼ劇場, 国 際振 付け コンクール,

1位 を受賞

日本初演1977年9月8日, 東京 文化会館, ス

ターダンサ ーズ ・バ レエ団

音 楽 フ レデ リック ・コーエ ン(F.Coh-

en)

衣 装 ハ イン ・ヘ クロス(H.Heckroth)

仮 面 ハ ーマン ・マ ーカ ー ド(H.Marka-

rd)

照 明 ラル フ ・ホル ム(RHolmes)

2. 構 造 分析結果及び考察(図1)

(1) 時 間 構成

(1) 場 面 展開

全体 の上演時間は37'32"で あ り, 8場 面 か ら成

り, A-B-Aの 構 成 であ る。各場 面 とも4'30"

前 後 にお さめ られ, ス ピーデ ィに無駄 な く, 均 一

で ある。 また各場面毎に完結 されつつ, しか も各

場面が関連 し合い, 戦 争の様 々な悲劇的局面を描

き出す場面構成が成 されている。

(2) 登 場 人物 の推移

黒服の紳士たちがI, VIII場 面 で登場 し, 10人 で

完結 してい る。死神 は 皿場面 か ら登場 し, 最 初の

登場は6'23"と 他 の登場人物 と比 較 し, 最 も舞 台

上にい る時間が長 く, 深 く強 く死神 の存在を最初

に アピール している。 また死神 の登場間隔を狭め

ることで クライマ ックスへ と追 い上げ, 場 面毎に

は少ない人数 で終わ らせ ることで緊張感を高め, 

死 の孤 独を象徴 している。

(2) 空 間構成

(1) 基 本 的隊形

「縦 列は個人, 横 列 は集団 を示 し」2), 黒 服 の紳

士たちが銃 を発 砲 す る時や 新兵 の入 隊 では横 列

し, 没 個性 の集 団を表現 し, VII場面 での犠牲者た

ちの行進 では縦列 し, 一 人一人の命の尊 さを訴え

かけるな ど巧 みに使 い分け られてい る。

図1: 『緑 のテーブル』上演構造

I囑 面: 黒服の坤士た ちII: 別れIII: 戦斗IV: 追われた者たちV: 裏切 りVI: 酒場

VII: 最後に残った老た ちVIII: 黒服の坤士た ち
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(2)フ ロアパターン(以 下FP)

死神 は最 も 「支配的」3)であるセンターに多 く位

置 し, 直 線のFPで, 死 神 の 「目的 と決断」4)を観客

に訴え, 唯 一 の円のFPは ま さに死神 の勝 利宣 言

の誇示である。 また死神 の餌食 とな った死者 と共

に上手前へ退場す る ことが多 い点 と, 下 手奥か ら

上手前への斜 めのライ ンの強調 で, 上 手前の幕の

中が, 死 の世界 である とい う印象を もた らす効果

をあげる。

3. 運 動 分析結果及 び考察

本研 究では構造分析 より重要性が明か とな った

死神 に焦点 を絞 り, 運 動分析を行 った。死神の ソ

口の動 きは1'38"で そ の構成 は, Aフ レーズ ×2, 

Bヴ ァ リエーシ ョン ×1, Aフ レーズ ×2で あ る。

そ こでAフ レーズを抽 出 し, 動 きを ヨース ・レー

ダー法における視点か ら分析 し, 動 きが 内包す る

意味性 を考察 してい く。

(1) リズ ム(Rhythm Factor)

下半 身で規則的 に足踏みを続け るところか ら, 

均一 の リズムが生 まれ, 一 方, 拳 を 振 り挙げ る時

後 ろにア クセ ン トを持 った動 きとな り, 均 一が破

れる。従 って 「目的的」 で 「緊張の集中」5)を表現

している。

(2) ダ イ ナ ミクス(Dynamics Factor)

エ ネ ルギーは強 く, 動 きの出発点は中心的で, 

ス ピー ドは クイ ックであ り, 「緊張 の集 中」や 「自

己中心的」6)な姿, 切迫 感 を表現 している。

(3) 方 向(Direction Factor)図2

正面 と上手前のみで構成 され, 曖昧な方向を持

たない。正面方向でのシンメトリーは威厳を喚起

させる方向であり, これと第4軸 とする斜めの軸

にそったポーズが強調されている。 この斜めの軸

はFPで 明確化 された上手前の強調 と同調す るも

のであり, FPと 動きの方向を貫徹することで空

間を巧みに演出し, 上手前を死の世界 として十分
に意識化させていると考えられる。

(4) デザイン(Design Factor)図3

身体的デザインで特に足はフレックスで, 大地

を規則的に踏み しめ, 「刻々た る死への歩みとし

ての」7)時を象徴 している。また動きの経路で, 特

に, 腕の動きは束縛された流れを保ちながら, 最

初に大きく上から右へ弧を描きながら打ち下ろし

(a), 次に肩関節を中心に左右に振子運動 し, 力を

蓄える(b)。そ して, 一気に円の軌跡を描いて拳を

振 り上げ(c), 腕は保ちながら斜めに下がる。 これ

を再度繰 り返 した後, ついには拳を振 り上げるエ

ネルギーは空中への跳躍を伴い, 完全な円を腕で

描 きながら, 腕を水平に伸ばした垂直姿勢で終わ

る(e)。半円が 「強 くおこなわれると, 尊敬の気持

ちをつたえることができ」8), また完全な円は 「身

体的活力にあふれ」「気分を引き立たせる」9)表現

性を持つ とされ, 死神の持つ威厳 とその力のみな

ぎり, 高揚を意図 していたと考えることができる。

さらに弧の軌跡は, 死神が持つといわれている大

鎌を打ちふるうようにも見え, 動きの意味の二重

性をもちつつ死神を明確に象徴しているのである。

III. まとめ

VTR作 品分析の結果, 『緑のテーブル』は, 均
一で無駄のない時間構成で死神を核 として展開

し, 特にFPと 動きの方向を一貫させることで, 上

手前を死の世界 として象徴化するとい う卓越した

空間性がその特質であるといえよう。また死神の

腕の動きは鎌を, 下半身は時を象徴化 し, 威厳の

ある死神の姿で緊張感を高め, 死を現出した作品

である。
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図2 第4軸 の強調

図3 動きの経路 1]7≒0.716ec
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